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2017 年 7 月(No72）の記事要旨と参考文献

参考文献はアクセスが容易になるように、できる限りネットへのリンクをつけたものにして

います（特に PubMed アブストラクトへリンクできるよう）
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Editorial p75

Free http://www.npojip.org/chk_tip/72-Editorial.pdf

P76～

キーワード: デノスマブ、プラリア、RANKL、腫瘍壊死因子(TNF)、変形性関節症、背部痛、顎骨壊死、感

染症、発がん性、アレルギー
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デノスマブが働くとどうなるか？

については、図2bとその説明、および本文を参照ください。
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キーワード: ドライアイ、シクロスポリン、免疫抑制剤、マイボーム腺、人工涙液、点眼

訳註１：人工涙液は（安全か？）

参考文献
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キーワード:

肺炎球菌ワクチン、Hib ワクチン、細菌性髄膜炎、細菌性肺炎、死亡率、突然死、SUD

Web 表（http://www.npojip.org/chk_tip/No72-f05.pdf）があります。

ぜひ参照ください。
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キーワード:

腱損傷、腱断裂、キノロン、スタチン、ステロイド、コラーゲン、症例- 対照研究
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連載：医薬品危険性情報 あれこれ
日本の国立医薬品食品衛生研究所が発行している「医薬品安全性情報（海外規制

機関）」から薬剤の害反応を紹介し、本誌編集委員がコメントする。

【オランダLareb】スタチン剤:筋断裂との関連

【NZ MEDSAFE】 可逆性後白質脳症症候群(PRES):害反応との認識が広まる

【Health Canada 】ベバシズマブ:大腸ステント併用で腸管穿孔リスク上昇

【デンマークDKMA】アプレミラスト:自殺行為および自殺念慮の報告
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P95：編集部の補足と読者へのお願い
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P96
編集後記


